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A　》s電餓c重3The　Ibaragi　granitic　complex　in　Osaka　prefセcture　consists　of　two　plutons，namely

NoseplutonandMyokenpluton．TheNoseplutoniscomposedoffbllowingrocktypes1）quartz
diorite，2）granodiorite，3）adamellite。Themostpartsofitconsistofgranodiorite．TheMyoken

pluton，intruding　the　Nose　pluton，is　composed　ofadamellite。

　　Eighty－twospecimensfヒomthisgraniticcomplexweremeasuredabouttheirphysicalpro－

perties。They　are　rock　density，magnetic　susceptibility，natural　remanent　magnetization。Same

specimens　were　analysed　chemically　about　their　m司or　components．

　　亙n　the　Nose　pluton，rock　densities　decrease　smoothly丘om　the　outermost　part　to　the

central　core　part　of　the　pluton。Also　the　relationship　between　rock　density　and　SiO2，CaO　and

Fe203（Fe－total）in　whole　rock　can　be　represented　by　a　slightly　curved　trend。

　　In　the　Myoken　pluton，rock　densities　are　divided　into　two　groups，northwest　partand

southeast　part。But　the　di飾rence　between　the　two　is　very　small．

　　On　the　otherhand，correlation　betweenmagneticsusceptibility　and　normativemagnetite

is　not　recognized　of　this　complex．

　　亙n重he　Nose　pluton，K6nigsberger－ratio　varies　widely　O．11－9。5in　quartz　diorite，0．29－16

in　granodiorite　and　O．16－4．5in　adamellite．There　camot　be　fbund　any　relationship　between

K．6nigsberger－ratios　and　other　physical　properties。

1．緒 目

　茨木複合花廟岩体は古生層中に貫入した小規模な深成

岩体である．当岩体は同一マグマの分化結晶作用で説明

される累帯深成岩体をなし岩相変化，構造，岩相形成順

序，分布の範囲，周辺との地質関係などから花商岩質マ

グマの分化作用や，その起源を研究するのに都合がよ

い．

　当茨木複合花嵐岩体については，茨木花闇岩研究グル

ープや他の研究者によって多くの報告がなされており，

総合的に解明された数少ない岩体の1つであろう．

　茨木複合花嵩岩体についての地質学的，岩石学的研究

は筆者の1人田結庄（1971，1974，1974），川野・野沢

（1972）により詳細に行われている．またRb－Sr同位体，

K一盈年代，希土類元素，酸素同位体などの研究もあ

る．これとは別に自然残留磁気（ITO，1965），重力異常

（鍋谷ほか，1972），自然残留磁気（KANAYAandNoRIToMI，

1974）などの地球物理的研究もある．また筆者らは化学

＊物理探査部　＊＊地質部　＊＊＊神戸大学教育学部

組成からみた当岩体のとりまとめを行い（金谷ほか，未公

表資料）いくつかの新知見の確認を行っている．

　今回当岩体の岩石密度，帯磁率，その他の磁気的性質

を測定したのでこれをいくつかの指数と対比しながらこ

れを考察した．

2・地質概説およびサンプリング位羅

茨木複合花闇岩体の地質学的・岩石学的・鉱物学的研

究は筆者の一人田結庄により詳細に行われているのでこ

こでは簡単な記載にとどめる．

　茨木複合花嵐岩体は能勢岩体と妙見岩体の2岩体より

なり妙見岩体が能勢岩体を貫く．能勢岩体は，1）粗一中

粒石英閃緑岩，2）粗粒一斑状花闘閃緑岩，3）細粒一微細

粒斑状アダメロ岩の主要岩相よりなり，能勢岩体は周縁

部より中心部に向って酸性になる同心円状構造が観察さ

れている．

　能勢岩体の各岩相は同一マグマの分化結晶作用で形成

されたものである．さらに石英閃緑岩と花闘閃緑岩の間

には貫入時期のギャップがあるが花嵩閃緑岩とアダメロ

岩の問にはギャップはなかったと考えられる．さらに重
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カよりみて地下に重いハンレイ岩質岩石はなかったとみ

られる．

　妙見岩体は4）細粒桃色斑状と微細粒斑状アダメロ岩よ

りなり古生層との接触部付近に分布しより後期岩相であ

る．これら4岩相の貫入順序は1－4で妙見岩体（76－78

m．y）は能勢岩体（96m．y）と貫入時期に差のあるほかマ

グマ起源も異なっていると考えられる．

　試料採取位置を第1図に示す．岩質についてはこの分

類を基準として考察する．

3．試料処理および測定方法

試料処理および測定には以下の手法を用いた．

　約2－4kgの試料塊より，密度測定（残留磁気測定）用

に直径25。4mmの円柱を複数本切出し，これらを25。4

mmの厚さに切断し3個用意する．残りブロックをギロ

チン型切断機，ジョークラッシャにて小豆粒大とし，こ

れから2分法にて100g分取する．これを自動メノウ乳

鉢にて約370μm以下に粉砕し粉末帯磁率測定用とする．

この中から更に25g分取し自動メノウ乳鉢にて80μm以

下に粉砕し元素分析用とした．

　密度測定は整型円筒試料をマイクロメータで測定しそ

の体積と自然乾燥重量から見かけ密度を，また強制湿潤

状態における空中重量および水中重量から強制湿潤状態

における密度をだした．密度は円筒整型試料3個の平均

とした．

　帯磁率測定はBison3101型帯磁率計（斉藤，1972）を使

用し，粉末試料，整型試料ともに測定を行った．

　残留磁気についてはSM－2D型スピナー磁力計（斉藤，

1972）で整型試料毎に3個測定しその平均とした．

　元素分析は主として東芝AFV－202F型蛍光X線分析

装置を用い，粉末法（後藤，1976；後藤・大野，1981）にて定

量を行った．FeOについては容量法（地質調査所化学分

析法，1978）によった．

4．測定結果

　1）密度
　当複合岩体の密度測定数は72個である．その変化を強

制湿潤状態の密度でみると，能勢岩体の石英閃緑岩の最

高2．86（g／cm3）から最低は妙見岩体のアダメロ岩の2．53

（g／cm3）であってその差は0。33（g／cm3）である．

　これを岩相別（表一1）にみると，能勢岩体の石英閃緑岩

で平均密度ρ＝2・81（g／Gm3以下単位略），その変化範囲

は2．76－2・86，花闘閃緑岩で平均密度ρ＝2．68，その変化

範囲は2．63－2。74，アダメロ岩で平均密度ρ＝2・63，そ

の変化範囲は2・61－2・66である。妙見岩体は平均密度ρ

＝2・59でその変化範囲は2．53－2。63である。

　密度分布を能勢岩体でみると岩体北部の石英閃緑岩の

密度が一番大きく（nニ10，平均密度ρ一2。82），次いで南

部の石英閃緑岩（n＝4，平均密度ρ＝2・77），花闇閃緑

岩，アダメロ岩と周縁より中心に向って密度が減少（第

3図aする同心円状構造を示す・妙見岩体の密度は北西

部で僅かではあるがやや大きく南東部で多少小さい．

　参考迄に各岩相内での変化をみると能勢岩体北部の粗

粒石英閃緑岩⑬と中粒石英閃緑岩（1勿では密度差は認めら

れない．しかし粗粒石英閃緑岩の測定値が2個しかなく

必ずしも確定的なものではない．同様に粗粒斑状花闘閃

緑岩（9）と粗粒花歯閃緑岩（1①ではその平均密度に0．03程度

の差があり前者の密度が小さい．粗粒斑状花嵩閃緑岩の

　　第1表　各岩相の密度

Table　l　Rock　density　of　each　rock　type

Nose　pluton

Myoken　pluton

n mean（9／cm3） variation　range

Qμartzdiorite
　（12，鼠3）

慕ranodiorite
　（9，10）

Adamellite
　（6，7）

15

27

12

2．81

2．68

2．63

2．76－2．86

2．63－2．74

2．61－2．66

Adamellite
N．W－part
　（4，5）

S。E－part

　（4，5）

Whole　adamellite
　（4，5）

7

10

17

2．60

2．58

2．59

2．59－2．62

2．53－7．61

2．53－2．62

括弧内は岩相
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　　　　　　　　第1図　茨木複合花嵩岩体と試料採取位置およぴ岩型（田結庄（1974）を簡略化）

　　　妙見岩体　4＝細粒桃色アダメロ岩，53微細粒斑状アダメロ岩
　　　能勢岩体　6：微細粒斑状アダメロ岩，7呂細粒斑状アダメロ岩，93粗粒斑状花樹閃緑岩，10：粗粒石英閃緑岩，

　　　　　　　　12：中粒石英閃緑岩，133粗粒石英閃緑岩

Eig．1　1ba職gi　granitic　complex　showing　sample　localities　and　its　rock　types（after　Tainosho　l974）。

　　　　Myoken　pluton41Fine－grained　pink　adamellite，5＝Very　nne－grained　porphyriticpink　adamellite。

　　　　Nose　pluton6：Very　fine－grained　porphyritic　adamellite，7：Fine－grained　porphyritic　adamellite，93

　　　　Coarse－grained　porphyritic　granodiorite，10＝Coarse－grained　granodiorite，12：Medium－grained　quartz

　　　　diorite，13：Coarse－grained　qua㏄tz　diorite。
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測定個数は4個である．微細粒斑状アダメロ岩（6〉と細粒

斑状アダメロ岩（7）の平均密度差は0・02程度あり前者がわ

ずかに小さくなっている．微細粒斑状アダメロ岩の測定

個数は3個である．妙見岩体の微細粒斑状桃色アダメロ

岩（5）と細粒斑状桃色アダメロ岩（4）の違いは平均値で0．Ol

程度前者が小さい．これらはいずれも密度の測定誤差，

試料の測定数からみて有為の差と考えられるかどうか不

明である．

　密度と元素の関係をみるため，密度とSio2，CaO，

Fe203（全鉄）を対比（第2図a，b）させた．能勢・岩体で

は石英閃緑岩でほぼ直線のトレンドを，また花闘閃緑岩

およびアダメロ岩でもほぼ直線のトレンドを示すが両者

の傾斜は必ずしも一致せず，sio2，Fe203のいずれも折

線グラフを示しsio2で下向，Fe203（全鉄）で上向きの

折線を示す．CaOは全体が一本の直線に近いが密度増

加とともに多少曲がる様子がみられる．妙見岩体は変化

範囲がせまいためトレンドが明確でない．しかし北西部

と南東部で占有領域に多少の違いが認められる．

　2）帯磁率

　帯磁率測定は粉末試料82個，整型試料71個である．粉

末試料による測定値（κ）に岩石密度（ρ）を乗ずると整型試

料による測定値（κ）にほぼ一致する筈であるが実際には

多少問題がある．この問題については稿を改めて論ずる

こととし，今回は粉末または整型試料とことわって帯磁

率の使い別けを行う．

　粉末帯磁率を能勢岩体石英閃緑岩でみるとκ＝15－349

（×10－6emu／g以下略）と変化範囲が或る程度広い．岩

相単位の平均値は他と比較して一番高く平均帯磁率は

κ一119（n＝14）＊である．しかしこれをよくみると岩体南

部に位置する石英閃緑岩は帯磁率が全て低い．同様に花

商閃緑岩をみるとκ＝13－160と変化範囲はややあるも

のの2－3の試料を除けば大半が低い値を示し花闇閃緑岩

の全体の平均帯磁率はκ一31（n＝27）の値を示している。

同様にアダメロ岩でもκニ12－174と変化範囲は多少あり

平均帯磁率はκ一35（n－12）を示すが2個の試料を除け

ば残りは更に低くなり花商閃緑岩と同じ傾向を示す．妙

見岩体のアダメロ岩のκ値の変化範囲はπ＝7－367とそ

の変化範囲は4岩相のなかで一番広い．平均帯磁率は

κ＝37（n＝28）であるが微細粒相の3個の高い値を除くと

全般的に低く能勢岩体の花商閃緑岩，アダメロ岩と類似

の傾向を示す．妙見岩体の3個の高い値を示す試料はい

ずれも同岩体南東部にでている．北西部の帯磁率はκ＝

16（n＝16），変化範囲はκ＝7－45で，南東部はκ＝64（n

＝12），変化範囲X＝12－367である（第3図b）．帯磁率と

＊nは使用した試料数以下同様

粒度との関係は試料数が少ないものもあり必ずしも明確

でない．

　次に当岩体の帯磁率値をノルム磁鉄鉱量と対比（第4

図a，b）した．能勢岩体，妙見岩体ともノルム磁鉄鉱量に

対しx値は大きくばらつき，両者の間に相関々係がある

か否かは不明である．同一岩相内ではそのノルム磁鉄鉱

量に関係なく帯磁率のみが変化しているようにも見える．

　3）残留磁化と誘導磁化

　能勢岩体の試料54個と妙見岩体の試料6個の自然

残留磁化の測定を行い一部は既に報告（KANAYAand

NORITOMI，1974）しているので，磁気探査等の揚合問題

となる残留磁化と現在の地球磁場による誘導磁化との比

（Qn－NR．M／κH），すなわちK6nigsberger－ratioについ

て結果（第5図）を示す．なお帯磁率は整型試料の測定値

を用いた．

　能勢岩体石英閃緑岩のqn値は0・11－9・5（n＝15）と小

規模同一岩相としては変化幅はかなり広い．同様に花闘

閃緑岩ではqn＝0、29－16（n＝27）でありこれもかなり

の変化幅を示す．アダメロ岩はqn－0・16－4・5（n＝12）

で上記2岩相よりはやや変化幅がせまい．また妙見岩体

の値はqn－0．09－0．79（n＝6）で全般に低い値を示して

いる．

　これを大局的にみると一部例外はあるものの以下の傾

向（第6図）がみられる．

　能勢岩体の石英閃緑岩は岩体南部の4試料がqn＝

0．16－0．57で帯磁率κ（×10－6emu／cm3以下略）は100以

下である．北部西側の4試料はqn－0，11－0．97，κは

200以上で，逆の北部東側の5試料はqn＝0．95－4・1，

κは300以上であり両者の中間位置の2試料がqn＝4。7

と9。5，κは100前後と北部は3つに大別される．同様に

花南閃緑岩をみると同岩の南側はQ．n値が1前後のもの

が多く（κは100以下），同岩の北西側でqnが3・4以上

（κニ30－500）のものがみられる．アダメロ岩はqnが4

前後のものが2試料あるが残り10試料のqnは1以下で

ある。当アダメロ岩の場合一般的な傾向はみられない．

　妙見岩体のアダメロ岩は測定値が6個しかなく詳細は

不明である．qnは全て1以下である（κニ6－1050）．

5．結果の考察

　1）能勢岩体の密度は，石英閃緑岩，花嵐閃緑岩，ア

ダメロ岩と各岩相に従って密度が小さくなり周縁より中

心に向って密度が減少している．また密度とsiO2，

CaO，Fe203（全鉄）がほぼ連続的な一本のトレンドにの

っている．石英閃緑岩は岩体北部より南部のものが密度

が小さくsio2が多くより珪長質である．しかし密度一
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sio2，密度一Fe203にみられるように石英閃緑岩および

花闇閃緑岩・アダメロ岩のトレンドをそれぞれ直線で近

似させると両者のトレンドの傾きは一致せず折線となり

かつ石英閃緑岩と花謁閃緑岩の間でややギャップがみら

れる．また密度一sio2，CaO，Fe203（全鉄）において花嵩

閃緑岩，アダメロ岩の一部にトレンドから多少離れるも

のがある．

　妙見岩体は岩体全体として変化範囲がせまく，岩体北

西部のsiO2含有量の少ない部分と南東部のそうでない

部分（金谷ほか，未公表資料）に分けたがその違いは平均

で北西部SiO2＝73・3％，密度ρ一2・60（いずれもn－7），

南東部SiO2＝75．3％，ρ＝2．58（いずれもn＝10）でその

差はあまり大きくない．これを能勢岩体のアダメロ岩と

比較してみるとSiO2ニ72．2％，ρ＝2．63（nニ12）でその

差ははっきりしている．

　2）帯磁率からみると能勢岩体石英閃緑岩は岩体北部

と岩体南部で平均帯磁率κ＝152（n＝11），κ＝22（n－4）

と大きく異なる．これをSiO、でみる’と北部56．1％，南

部59・3％，Fe203（全鉄）は北部8．34％，南部7．17％で

SiO2で3・2％，Fe203（全鉄）でL17％の差が認められる

ものの帯磁率の値と合せ考えるとこれは調和的ではな

い．同様に花闘閃緑岩は全試料27個のうち4個がやや高

くそのうち岩体西側の2個がκ一71，160の値を示す．4

個はいずれも岩体周辺部に近い場所で採取された試料で

ある．アダメロ岩についても試料12個のうち2個がκニ

89・174でやや高くその割合は花歯閃緑岩に近い．能勢

岩体の帯磁率は北部石英閃緑岩で高く周縁より中心に向

う形をとっているものと思われるが花闘閃緑岩，アダメ

ロ岩でκ値が低く，その形状は明確ではない．

　妙見岩体のアダメロ岩は全試料29個のうち3個がやや

高くκニ116，158，367である．

　これらの事実は同一岩相であっても分化作用につれて

マグマの局部的な条件の違いによって帯磁率が大きく変

わる可能性があることを示唆していると考えられる．ま

たノルム計算によって出された磁鉄鉱量と帯磁率の値

は必ずしも相関がなく，帯磁率の大小をきめる要因が

Fe304量以外にも介在するものと思われる．

　当複合花嵐岩体の帯磁率を日本の花南岩質岩石の帯磁

率（金谷・石原，1973）と比較してみるとそれらの中では

やや中間的な部類に属している．

　3）qn値についてみると能勢岩体の3岩相ともそれ

ぞれに変化幅がかなりあり，妙見岩体についても1桁程

度の差がみられる．これらは試料絶体数の不足している

岩相もあるせいか固結深度や岩相，造岩鉱物の粒度の違

いなどとの関係は一見見当らない．しかし同一岩相内の

各部分によって類似の値がある程度集まっていることか

らみると固結時のその場所における何らかの条件を反映

していることは確かと思われるが仔細は不明である．

6・解釈とまとめ

茨木複合花闘岩体を岩石密度，帯磁率，qn値に2－

3の元素を加え考察，検討を行った．これらの解釈とと

りまとめは以下のようである．

　1）能勢岩体の石英閃緑岩，花商閃緑岩，アダメロ岩

の3岩相は，密度が同心円状に内側に向って減少するこ

と，密度一元素の関係からみて一応連続のトレンドを示

すこと，これに不完全ではあるが岩体北部の石英閃緑岩

の帯磁率が高く，花崩閃緑岩，アダメロ岩で低い事実な

ども加味すれば単一マグマからの分化物であることを十

分に支持していると考えられる．

　2）石英閃緑岩は能勢岩体北部に露出するものと南部

1す露出するものでSiO2・CaO・Fe203（全鉄），密度，帯磁

率などで差が認められる．このことは石英閃緑岩内で分

化作用が著しく，鉄鉱物が北部岩相で多量に晶出したも

のかあるいは石英閃緑岩でも南部のものがやや北部より

後期に逆入したことを意味しているのかも知れない．

　3）密度一元素の関係でみると石英閃緑岩のトレンド

と花嵩閃緑岩のトレンドの傾きがやや異なる．これは前

者の固結後，後者の貫入迄多少の時問があったことや，

マグマ溜りで分化作用のかなり早期に石英閃緑岩がマグ

マより分化したためと考えられる．

　4）　妙見岩体のアダメロ岩は，密度一元素の関係から

みて能勢岩体のアダメロ岩とは異なる領域を占めること

から，能勢岩体を形成したマグマとは異なるマグマの産

物と考えられる．同様に当岩体はその占有領域の違いか

ら北西部，南東部に2分が可能と思われる．

　5）能勢岩体の帯磁率（粉末帯磁率）は，κ≧50を示す

割合が全体の約15％であり，石英閃緑岩で57％，花崩閃

緑岩で11％，アダメロ岩で17％で石英閃緑岩で圧倒的に

高い．妙見岩体のアダメロ岩では約11％である．

　帯磁率の値はマグマの遜入時に母岩との反応に起因す

ると考えられるものや，分化の最末期相にのみ高い値

が認められる場合など種々要素の介在が考えられ，鉄

（Fe203／FeO）だけで説明できないことが多い．一当複合岩

体でもいくつかの要素が介在したと考えられる．

　6）qn値は他の要素との関係が見いだせなかった

が，同一岩相内の近い部分に類似の値がみられる．これ

はマグマ固結時の各部のいくつかの重複した条件を反映

した結果と思われる．

　7）今回得られたこれらの結果はこれ迄の多くの研究
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結果とほぽ調和的でありこれらの裏付けとなるものが多

い．しかし試料の絶体数が増えたことからより詳細な事

実や新知見が確認された，
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